2005年10月28日

特殊塩化ビニル樹脂の工場集約化について

新第一塩ビ株式会社

　新第一塩ビ株式会社（本社：東京都港区、社長：前田宣忠）は、このたび出資会社である日本ゼオン株式会社と製造受委託契約を解消し、2008年3月末をもって高岡工場での特殊塩化ビニル樹脂の生産を停止することで合意いたしました。当社はこれにより特殊塩化ビニル樹脂の生産を愛媛工場に集約し、汎用塩化ビニル樹脂を生産する千葉、徳山両工場と合わせて最適生産体制の構築を目指してまいります。

　当社は、1995年７月にトクヤマ、日本ゼオン、住友化学の塩化ビニル樹脂事業を引継ぐ製販一体の統合会社として設立され、生産に関しては全て各出資会社と製造受委託契約を締結して運営されています。工場は徳山、千葉、高岡、愛媛の４工場であり、汎用塩化ビニル樹脂はトクヤマ徳山製造所及び住友化学千葉工場に製造委託、特殊塩化ビニル樹脂は日本ゼオン高岡工場及び住友化学愛媛工場に製造委託しています。　

　高岡工場は操業後50年近く経過し、製造設備も老朽化が進み維持･更新投資が今後増大する見通しであり、将来的な競争力強化を実現するためには愛媛工場に集約化することが最善と判断し、日本ゼオンの長期戦略とも合致したことから今回の合意に至ったものです。

　当社は、今後ともこれまでの合理化や最適生産体制構築により得た競争力を維持して継続的な事業基盤の強化を図っていく所存です。

以　上

＜ご参考＞

　新第一塩ビ株式会社　　

　　　資本金：20億円

　　　売上高：267億円（平成16年度）

　　　株主構成：(株)トクヤマ　71％　日本ゼオン(株)　14.5％　住友化学(株)　14.5％

本件に関するお問い合わせ：新第一塩ビ㈱ 企画本部長 中島雄一




　　　　　　　　　　TEL　０３－３５９５－０７２１
